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{はじめに}我々は，運動学務および体性感覚機能評
価(力党および関節泣設党)に応用するための新しい
幾鐙を路発したむその装援に組み込んだ遂動機式の…
つに力平衡保持運動がある。カ平禽保持とは，装援が
加えるカと釣り合うように被験者が!忘答しカを出力す
ることを指す。この遂勤務慾では，まず登示された外
力(笠示力)の強さを知覚し，その外力とちょうど平
策するように自己の;むを瀦節して出力するという制御
スキ…ムが予測できるため，より米格からの求心性感
覚入力を知覚する機能に依存した運動機式であるとい
える。本研究の自的は， CDカ平衡保持課題による体性
務覚“運動i車関機能の辞儀において，謀総の波形裂や
翠示力増減速皮などの性紫によって評儲成綴が奨なる
かを紛らか;こすること，②運動学習効果を検出するた
めの分析方法を線べること，であった。{方法}被験
者は綾綾な努'投12名 (22.5土2.2歳)であったG 被験
者は懲役となり床に設愛した議後の足鐙き台に足部を
箆定された。線総笑施中i立関践としたG 運動方向は矢
;決水王子紬方向に制限した。箆示カi立膝関節を怨蕗させ
る方向へ与えたため，被験者の応答出力は緩拠能仲援
カとなる。務総で溶いた笠5~カはサイン型および台形
恕の形を抜くように徐々に強度を増加し~ 35Nを散大
笠示カとして徐々に強度を減少させるものであった。
各々の裂をす誌麗するカの増減腐燃として，殻大笠示カ
に迭するまで3秒、(F'st).6秒 (Med)，9秒 (Slw)の
3懇類を設乏した。遂勤務始絞伎は族関節綴鈎60"で
あった。 1試授の測定ではサイン濯もしくは台形愛で3
幾畿の総務がl蹴出務するように無作為j鎮で緩み合わ
せた。 運動学習議題は，説IJ~芝譲葉きで潟いた2緩類:の
中跨~としてベル裂を用いた。溺定課題と!待様に無作
為麟で3稜類の潟期を緩み合わせた。運動学習は38跨
で40試技行わせた。分析は，務{磁隷幾を笈方ミカの混と
慰鰐 (2X3)で分類してそれぞれについて行った。カ
党にかかわる変数として，線趨愛示カと被験者の応答
磁力との援を求めた〈談義路線)。そして，総援強線の
単位i待際当たりの積分強(誤差積分後)，務楚出線の
綴準i話法(誤殺SD)，潤波数分析による平均綴波数を
算出したむまた，サイン裂については箆訴カと応答出
力との持立相関係数を求めたむ関節f立援党にかかわる
変数として，延部の緩擦変化を単位待問あたりの移動
距離としてき交した(位援変化)0(総菜)1)務笈積分
銭は台形;裂において溺期:繋滋に有慈:な主効糸があったG
2)穏2工務関係数は潟鶏嬰鴎に宥窓な室効果;があった9
3) 1}L綾変化は，サイン裂と台形2裂の湾方で滋鰐婆協
に宥意な主効果があったG また，サイン裂でSlwでは
宥議な運動学習効薬が検出された。{考察とまとめ}
カ平衡保持繰懇で惑党四運動速機機能を評鈍する場合
にiま，登元ミカの裂やf認WHごよち務縮足立綾や運動学響効
巣の検出力が異なることが鳴らかになった。
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